
【資料①】 
 

第４次総合計画 第３期基本計画策定のための 

団体アンケート調査 

（速報） 

１．調査概要 

① 調査の目的 

市民アンケートでは把握できない「長岡京市で活動する団体」としての活動状況、課題とその対応

策、市政に期待すること、今後のまちづくりへの提言等について意見を抽出し、第３期基本計画の策

定に係る基礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

 

② 調査の対象 

【調査対象】長岡京市で活動する地域活動団体 

 

【選定方法】次の条件で選定した 

対象数：515団体（自治会 57団体含む）抽出基準日：令和６年 9月 1日時点 

・ 第４次総合計画策定時の団体アンケート対象団体 

・ 市内に活動拠点を置く、京都府登録 NPO法人 

・ 自治会や地域コミュニティ協議会等の地縁団体 

・ 社会福祉協議会や緑の協会等への登録ボランティア団体 

・ 取りまとめ組織に登録している団体（市民活動サポートセンターや市老人クラブ連合会、公民館

サークル連合会等への加盟団体） 

・ その他アンケートを行うことが必要と認められる団体 

 

（団体の類型） 

地 縁 団 体…自治会（57自治会）等（町内会は対象外） 

N P O 団 体 等…サポートセンター登録団体等 

自 主 組 織…単位老人クラブ、保育所保護者会、公サ連加盟団体等 

その他組織…ボランティア団体、小中学校 PTA（14団体）等 

 

 

③ 調査の方法 

調査は記名式で、令和６年 11 月下旬から 12 月上旬の 2 週間程度を調査期間として、郵送、WEB、

直接配布等により実施しました。 

 

④ 回収の状況 

有効回答数：150団体 

有効回答率：29.1% 
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２．調査結果 

（１）団体の概況 

■ 主な活動場所・活動年数 

主な活動場所は、「市内全域」が最も多く 28.0%、次いで「小学校区等」が 20.7%、「市域を越える」

が 18.7%となっています。「その他」は「自治会」「公園や集合住宅などの特定の施設、特定の地域」

などの回答が多くなっています。 

活動年数は、「20年以上」が最も多く 50.7%、次いで「10年以上～20年未満」が 18.0%などとなっ

ています。10年未満の団体が 25%程度となっています。 

10 年未満の活動団体の主な活動内容、テーマをみると「自治会等地縁活動」「環境活動」「子育て

支援活動」「防災・災害に関する活動」などが多くなっています。 
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■ 主な活動分野・テーマ 

「環境保全」が最も多く 30.7%、次いで「自治会等地縁活動」が 30.0%、「高齢者の福祉活動」が

21.3%などとなっています。「その他」は交通安全活動、PTA活動など多様な活動となっています。 
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（２）団体活動の成果に対して市が貢献できたこと 

「補助金制度の活用」が最も多く 42.0%、次いで「市担当課への相談」が 38.0%、「社会福祉協議会

への相談」が 29.3%などとなっています。なお、「市民活動サポートセンターへの相談」は 8.7%とな

っています。 
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（３）団体の活動にあたっての課題 

「メンバーの高齢化」が最も多く 62.0%、次いで「メンバーの減少」が 48.7%、「役員の担い手不

足」が 45.3%などとなっています。 

 

 

 

■団体の活動にあたっての課題（自由記述） 

団体の活動にあたっての課題ついて、延べ 111件の回答がありました。 

団体の活動内容に関わらず、下記のような共通した課題があげられていました。 

・ 会員数が減少している ............................................................ 22 件 

・ 会員が高齢化している ............................................................ 16 件 

・ 行政と十分に協力ができていない .................................................. 12 件 

・ 役員の後継者などの人材が不足している ............................................ 12 件 

・ 市の制度の改善や市施策の拡充、市との連携や協力の強化が必要 ....................... 9 件 

・ 活動費用が不十分である ........................................................... 7 件 

・ 活動の場所に困る ................................................................. 6 件 

・ 活動内容の見直しが求められる ..................................................... 5 件 

・ 広報活動が不十分である ........................................................... 3 件 

・ 活動備品を共有で保管できる場所がない ............................................. 3 件 

・ 活動時間の確保が難しい ........................................................... 2 件 

・ その他 .......................................................................... 14 件 
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（複数回答；n=150)



6 

 

（４）今後５年間の活動方針等 

「現状維持」が最も多く 59.3%、次いで「拡充・拡大したい」が 31.3%、「縮小したい」が 7.3%と

なっています。 

 

 

 

■そのために、市と協力して取り組みたいこと（自由記述） 

主な意見は以下の通りです。今後５年間の活動方針「拡充・拡大したい」「現状維持」「縮小したい」

の回答による意見の違いはありませんでした。 

延べ 140 件の回答がありました。団体の活動内容に関わらず、下記のような意見があげられてい

ました。 

・ 広報活動をしてほしい ............................................................ 37 件 

・ 市との相談や協力、連携の強化をしたい ............................................ 31 件 

・ 人員／人材を充実してほしい ...................................................... 18 件 

・ 関連団体／個人との連携などを円滑にすすめる支援が欲しい .......................... 14 件 

・ 活動の「場・機会」をつくって欲しい .............................................. 11 件 

・ 助成金等の費用面の支援が欲しい ................................................... 8 件 

・ 設備を充実してほしい ............................................................. 2 件 

・ その他 .......................................................................... 19 件 
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（５）地域活動の活性化に向けたオンライン上のツールの活用への関心 

「関心がある」が最も多く 46.7%、次いで「どちらとも言えない」が 40.0%、「関心はない」が 10.7%

となっています。 

 

 

 

（６）今後５年間で市が特に取り組むべきこと（自由記述） 

延べ 149 件の回答がありました。団体の活動内容に関わらず、下記のような意見があげられてい

ました。 

 

・ 助成金や物品の支援がほしい .................................................... 25 件 

・ 適切な広報活動をしてほしい .................................................... 15 件 

・ 市との相談や協力、連携の強化をしたい .......................................... 12 件 

・ 関連団体／個人との連携などを円滑にすすめる支援がほしい ........................ 11 件 

・ 場所／施設の数と質的な整備 .................................................... 11 件 

・ 自分たちの活動の啓発をしてほしい .............................................. 10 件 

・ 人員／人材を充実してほしい ..................................................... 9 件 

・ 市の制度の改善や市施策の拡充 ................................................... 7 件 

・ イベント、勉強会等の実施 ....................................................... 7 件 

・ 活動の「場・機会」をつくってほしい ............................................. 5 件 

・ 活動の拠点を作ってほしい ....................................................... 4 件 

・ 市の方針を提示してほしい ....................................................... 2 件 

・ その他 ........................................................................ 31 件 
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■ 市民参加型オンラインプラットフォーム「Voice NAGAOKAKYO」の試行 

今回の団体アンケートでは、アンケートへの回答に加えて市民参加型オンラインプラットフォーム

「Voice NAGAOKAKYO」でも３つのテーマで意見交換をしました。 

 

【募集したテーマ】 

① 団体で熱心に取り組んでいること 

② 団体で「こんなことなら手伝えるよ」「誰か手伝って」 

③ 「Voice NAGAOKAKYO」がもっと使いやすくなる・使いたくなる工夫は 
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① 団体で熱心に取り組んでいること 

団体名 内容 いいね数 

梅が丘友の会 

ハロウィン。個人情報の取り扱いが厳重になったことで、子ども

たちがどこに誰が住んでいるのかわからなくなってきました。解

消するために高齢者や子どもが住む家やお店や交番を回って、お

菓子を集めて交流をはかっています。梅が丘限定にすることで、

安心して交流できています。 

0 

長岡京市民生

児童委員協議

会 

高齢者などの見守り活動 1 

長岡京市森林

組合 

竹林や保育間伐等の森林整備事業を行っており、事業の際に搬出

した木材は市内の公共建築物の内装材や薪に利用しています。 
0 

畑ヶ田自治会 

サポート運用 ＝困り事発生時（本人発信）みどりのハンカチを

掲示⇒発見した地区役員の訪問～サポート実施。 会合『集いの

会』定例開催 定期的に気軽に参加できる『おしゃべり』の場を

設け、隣近所の方々の安否状況や地域の動向などを広く情報共有

することにより、住民コミュニティ醸成を図っている。 

2 

粟生自治会 自治会員への各種情報の発信 1 

関塾トマト 植物活動を通して様々な人との関わりを広げる。 1 

匿名 勤労者福祉に関する新たなメニューの創出 0 

 

② 団体で「こんなことなら手伝えるよ」「誰か手伝って」 

団体名 内容 いいね数 

一般財団法人

乙訓勤労者福

祉サービスセ

ンター 

毎月発行の会報誌にて活動の紹介記事などの掲載（基本会員から

の提供としている） 
0 

 

③ 「Voice NAGAOKAKYO」がもっと使いやすくなる・使いたくなる工夫は 

団体名 内容 いいね数 

長岡京市民生

児童委員協議

会 

団体のメンバーだけで意見交換ができるような機能があればい

いと思います。 
0 

長岡京市 

森林組合 

テーマ終了時に LINE でどのようなアイデアがあったのか通知し

ていただけると、多くの方の関心を集めることができるのではな

いかと思います。 

1 

粟生自治会 長岡京市の LINEでの Voice NAGAOKAKYOの周知 1 

 


